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１．はじめに 

安心・安全で快適な歩行者空間を整備することは、

成熟社会における都市交通システムにとって不可欠であ

り､わが国における急激な高齢化等の社会状況の変化を

考慮すれば、緊急性が高い重要課題となっている。

言うまでもなく歩行は最も基本的な交通手段であり、

その重要性は古代から現代に至るまで時代を超えた普遍

性を有するものであるが､環境負荷が小さい交通システ

ムの構築、歩いて楽しい魅力ある街づくり、交通施設の

バリアフリー化等が都市整備にとって欠くことのできな

い視点となっている今日では、歩行者空間整備は従前に

も増して重要となっている。歩行者交通に関しては、従

来、歩行者交通に内在する流れとしての特性、あるいは

行動メカニズムに関する特性等に対して工学的視点から

研究されてきた。これらの研究成果は歩行者空間を整備

するに当たって重要な基礎的知見となっており、多数の

学術論文が発表されるとともに、交通工学ハンドブック

等にも整理されているところである。 

このように歩行者交通に関する工学的研究の蓄積は

少なくないが、歩行者交通は非常に奥行きの深い研究分

野と考えられる。すなわち、歩行行動様式、あるいは歩

行行動に対する意識・態度などは、地域におけるライフ

スタイル、そしてそれを通して、ものの考え方や社会の

捉え方といった地域住民の特性に影響を与えている。一

方、逆に歩行行動はこれらから影響を受けていると考え

られる。このため、歩行行動は、地域における内面的な

特性、すなわち文化的な側面からも捉えることが必要で

はないかと考える。このような相互関係を本稿では「歩

行者交通文化」と呼ぶことにしたい。「歩きやすい･歩

きたくなる歩行者空間」は、画一的なものではなく地域

のアイデンティティが反映されたものであろう。このよ

うな計画を立案するためには、「歩行者交通文化」の概

念が有用ではないかと考えられる。 
歩行者交通に関しては、従来から交通心理学等の分

野において研究が行なわれており、そこでは文化的な側

面も考究されてきた。たとえば、長山 1)はドライバー 
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の行動に関する文化的背景を考察する中で、歩行者の交

通行動に関する地域比較を行なっている。また、内山

2）は安全文化の下位構造として、日常生活場面、移動の

原初的タイプである歩行、および交通場面の関係を調べ

ている。しかしながら、歩行者交通についてライフスタ

イル等を含んだ地域文化特性と関係付けて論じた研究事

例は数少なく、歩行者交通計画の視点からの研究はほと

んど存在しないのが実情である。 
 
２．歩行者交通文化研究の枠組み 

 歩行者交通文化概念を確立し、これを歩行者交通計画

に適用する方向を提案することが本研究の最終的な目的

であるが、そのためには、このような事項を研究するに

当たっての枠組みについて検討することがまず必要であ

る。そこで、本稿では図１に示す研究の枠組みを提案し

たい。 
(1) 歩行者交通特性 
図１に示すように、まず、①種々の歩行者行動特性、

②歩行者行動に関する意識や態度、③歩行者施設あるい

は歩行行動に関する評価意識を調査・分析するとともに、

これらの関係を分析する。 
ここで対象とする歩行者行動には、 

・歩行速度 
・平均徒歩トリップ距離 
・抵抗無く歩ける距離 
・徒歩トリップ分担率・発生量等のトリップ特性 
・経路選択特性 
・交通ルール（歩行者交通関連）の順守状況 
等が考えられる。 
歩行行動に関する意識・態度に関しては、例えば、 

・歩くことが好き 

・歩くことは格好よいと思う 

・日常生活において短距離ならばできるだけ歩く 

・散歩や散策が好き 

・景観の良い道路を歩きたい 

・多少遠回りでも環境の良い道路を歩きたい 

・多少遠回りでも賑やかな道路を歩きたい 

・歩行環境が多少悪くても近道を歩きたい 

・他の人と比べて歩くのが速い 

・信号が赤でも車が来ていなければ横断することが多い 



 

といったじこう項目が挙げられよう。 
また、歩行者施設および歩行行動に関する評価意識

に関しては、 
・交通インフラの整備状況、公共交通サービス水準 

・最寄りの鉄道駅およびバス停までの距離と距離感 

・上記の行動における歩行環境意識 

・上記行動において歩行環境が良ければ歩いてもよいと

考える距離  

等が考えられる。 

 

（2) 歩行者交通特性と地域特性等との関係 

地域における歩行者交通特性を明確にするためには、

図１上段に示す各種特性との関係を分析することが有用

であると考える。ここでは、(A)対象地域の特性、(B)社
会基盤施設の整備状況、(C)地域住民の個人属性特性を

取り上げることにした。 
地域特性には、対象地域の地勢および気候、生活習

慣等を広く含んだ歴史・文化特性、都市構造等が含まれ

る。社会基盤の整備状況では、交通施設の整備水準、そ

の他の社会基盤施設の整備水準等が考慮される。地域住

民の個人属性には、通常の個人属性の他に、ライフスタ

イル、ライフステージ、社会全般に関するものの考え

方・態度、ならびに国民性・県民性等が含まれよう。 
このような地域における諸特性と上記の歩行者特性

との関係を整理する際には、以下のように区分すること

ができると考えられる。まず、(a)に示す地勢、気候と

いった地域の自然特性、ならびに歴史・文化特性、都市

構造といった地域特性が歩行者行動特性と強い関係を有

する場合である。次に、(b)に示すように交通施設を中

心とした社会基盤施設の整備状況が歩行者行動特性と強

い関係にある場合であり、さらに、(c)ライフスタイル

や社会全般に関するものの考え方・態度等が歩行者行動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 歩行者行動特性の区分 
 

特性に大きく影響する場合である。最後に、(d)歩行者

行動特性とこのような諸特性の間に強い関係がなく地域

による差がほとんど見られないもの場合である（図２参

照）。 
このような一連の分析に基づいて、普遍的に認められ

る歩行者交通特性と、地域によって異なる特性が存在す

ることを確認することができよう。前者の歩行者交通特

性には、歩行者交通計画を立案する上で一般的に重要な

特性が含まれており、これを抽出することは不可欠であ

り、従来の工学的視点からの歩行者研究はこのような特

性を見出すことに努力してきたと言ってよいであろう。

一方、後者の歩行者特性に関しては、交通施設整備水準

が歩行者行動特性に及ぼす影響は、従来から種々の局面

で研究されてきたものであり、これも歩行者交通計画に

有用な情報を提供するものである。もっとも、本稿で特

に注目したいのは、生活習慣を含む歴史・文化特性、ラ

イフスタイル、社会全般に関するものの考え方・態度等 

 

① 歩行者行動特性 
② 歩行行動に対する意識･態度 
③ 歩行者施設および歩行行動に関する評価意識 

(A) 対象地域の特性
・地勢 
・気候 
・歴史・文化（生活習慣
等を広く含む） 

・都市構造 等 

(B) 社会基盤施設の整
備状況 
・交通施設整備水準 
・その他の社会基盤市
施設水準 等 

(C) 地域住民の個人属性 
・通常の個人属性 
・ライフスタイル 
・ライフステージ 
・社会全般に関するものの考え
方・態度  

・国民性、県民性 等 

図１ 歩行者交通文化の捉え方 

歩行者特性 

（ａ）歴史・文化等の地域特性

によって変化 

（d）上記の諸特性によっては

変化せず 

（ｂ）社会基盤施設の整備状況

によって変化 

（ｃ）ライフスタイル、県民性

等によって変化 



 

 
 
 
 
との関係である。これらの諸特性の分析は、従来、交通

計画に活用するという明確な視点を持って研究されては

こなかったが、魅力ある都心地区の形成等、今日的な課

題に資する歩行者交通計画立案には非常に重要となる視

点であると考える。 
 本稿では、以上のような枠組みに基づいた分析によっ

て、地域における歴史・文化、ライフスタイルならびに

社会に対するものの考え方等に影響する歩行者行動、な

らびに逆に歩行者行動に影響される上記の諸特性を見出

すことを通じて、「歩行者交通文化」の概念を確立して

いきたいと考えている。 
 
３．具体的な分析事例 

本稿は「歩行者交通文化」に基づいた歩行者交通計

画手法の提案を最終的な目的としているが、現時点では、

概念の整理段階に留まっている。そこで以下では、この

ような趣旨で実施中の調査の一端を紹介することにした

い。 

以上のような研究を遂行するためには、地域比較分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が有効であろう。筆者らは、上記の歩行者交通文化研究

の端緒として、国内 10 都市および台湾の 2 都市におけ

る調査を実施している。国内 10 都市に関しては、2004
年に金沢、松山、広島、京都、東京、札幌、大阪、福岡、

仙台、長野で調査を行い、2006 年には台湾の Tainan
および Kaohsiung において調査を実施した。さらに、

2007 年には台湾の Taichung および Chiai において同

様の調査を行うともに、韓国の Pusan  および Daegu 
において意識調査を実施済みである。 

図３は 2006 年までの調査結果の一部であり、国内の

10 都市と台湾の 2 都市について、歩行行動に関する意

識・態度を比較したものである（被験者が各設問内容

に適合すると考えた場合には５、しないと考えた場合

には１と回答する 5 段階評価）。紙面の都合で各都市

のデータではなく平均を示すに留めるが、ほぼ類似傾

向を示す項目と相違が大きい項目を見出すことができ

る。相違が見られる項目に関しては、前述の視点から、

さらに詳細な分析を実施したい。また、歩行行動に関

する意識・態度と交通施設の整備水準との関係につい
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図３ 歩行行動に対する意識・態度 



ては、鉄道駅やバス停までの距離〈時間〉等において

差異が生じることが確認できる。なお、図３に示して

いない都市を含めた分析結果に関しては講演時に紹介

することとしたい。 
 

４．歩行者交通文化に基づいた歩行者交通計画の特徴 

歩行行動に対する意識･態度ならびに歩行者施設・歩

行行動に関する評価意識と、都市の歴史・文化特性あ

るいはライフスタイル等との関係を明らかにし、これ

を考慮して歩行者交通計画を実施することができれば、

時間的および空間的に普遍性を有する歩行者行動特

性・意識特性を念頭に置きつつ、歩行者交通文化の概

念に基づいた特色ある歩行者空間整備が行えると考え

る。 
このような計画は以下のような特徴を有していると

考えられる。 
① 歴史･文化的特性及びライフスタイル等を背景とす

る多様な地域特性に応じた歩行者空間整備の考え方

ならびに整備目標が明確となる。これによって、画

一的でない地域に適した計画立案の可能性が高まる。 
② 歩行者交通計画として重点的に取組むべき課題が明

確となる。すなわち、積極的に整備すべき地域や道

路区間の抽出方法、優先させるべき歩行環境要素、

賑わいの創出方法、整備方法と優先順位等が説明し

やすくなる。 
本稿は、歩行者交通文化研究の枠組みのみを示した

ものであり、分析に基づいた具体的な成果を示すには至

っていない。今後、海外を含めた都市で実施した調査等

の分析を通して、「歩行者交通文化」の概念を具体的な

分析に基づいて明らかにし、これを歩行者交通計画に適

用する方向で研究を進めていきたい。 
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